
境内を一段上がったところに建つ本堂

繁多寺東　山
瑠璃光院

鐘つき堂の天井絵

元禄の鐘をそのまま利用して再
建された鐘つき堂には、お遍路
さんの注目を集める天井絵が
ある。これは中国において孝行
が特に優れた人物24名を賞し
て、後世の模範とした「二十四
孝」をモチーフに描かれたも
の。枠組みの一つひとつに表現
された、色彩豊かな二十四孝
の世界をじっくりと鑑賞しよう。

歓喜天堂

天和年間（1681～1684）、名
僧・龍瑚が住職となる。徳川家
の帰依を受けることになり、寺
運は大いに栄えた。この時に、
第四代将軍家綱の念持仏三
体の一つである歓喜天を祀っ
た。本堂に向かって左にある歓
喜天堂は、平成18年（2006）
に再建されたもの。厄除けや商
売繁盛、合格祈願に多くの人
が訪れる。

境内の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

第50番 繁多寺
●愛媛県松山市畑寺町32    
☎089-975-0910 
●宿坊／なし

第51番 石手寺
●愛媛県松山市石手2-9-21 
☎089-977-0870 
●宿坊／なし

　天平勝宝年間（７４９～７５７）に孝謙天皇勅
願により行基が開基したといわれる。本尊の薬
師如来像はこの時に行基によって刻まれたと伝
わり、一時、光明寺と称された。その後、伊予の国
司・源頼義や堯蓮が再興。弘仁年間（８１０～８
２４）には、弘法大師が巡錫。この寺を四国八十
八ヶ所に定め、名前を繁多寺に改めたという。し
かしその後、寺は荒廃。それを弘安２年（１２７
９）、元寇の退散祈願の勅使を受けて聞月上人
が再興する。さらに、応永２年（１３９５）には、後
小松天皇の意向で七皇室の菩提寺・京都泉涌
寺の快翁和尚が第七世住職となった。以来、高
僧が住職となったことで知られる。

　淡路山の中腹、町を見下ろす高台に位置
する境内。山門に向かって右側には県の工
業用水池があり、穏やかな水面と寺の風景
が相まって、のどかで風情のある景観を見せ
ている。鬱蒼と緑が生い茂る森を借景にし
た堂宇はひときわ風情があり、鐘楼（鐘つき
堂）には、元禄９年（１６９６）に信者の浄財
により作られた梵鐘が吊るされている。本堂
に向かって右側には大師堂がある。
　境内の周辺は、景観樹林保護地域に指
定された美しい自然の宝庫。境内からの眺
望もよく、松山市街はもとより、天気の良い日
には瀬戸内海まで見渡すことができる。
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第50番
ひがしやま　るりこういん　はんたじ

水と緑が彩るのどかな風情の古刹

御詠歌／よろずこそはんたなりともおこ
たらずしょびょうなかれとのぞみいのれよ
本尊／薬師如来
真言／おん ころころ せんだり まと
うぎ そわか
宗派／真言宗豊山派
開基／行基菩薩

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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郊外の高台にあり、里山の風景になじむ境内

➡

媛彦温泉

地下1000mから湧き出るアル
カリ性単純温泉で、湯冷めしに
くいと評判。美肌効果もあると
いう。浴室の壁や床には遠赤
外線セラミックを多く含む麻照
（マテラ）鉱石を敷き詰め、発
汗・デトックス効果をもたらす。
様 な々趣の露天でくつろぐ家族
風呂もある。入浴とレストランで
の食事がセットになったお得な
プランもある。

愛媛県松山市畑寺3-4-5
089・960・1441
9：00～翌7：00（家族風呂は24時間営業）
年1回点検休業あり
大人550円、家族風呂1室60分2,500円～
（1室4名までの場合）
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